
今
年
の
夏
は
七
月
關
東
曇
天
多
く
、
月
末
に
至
り
梅
雨
明
け
と
な
る
や
、
炎
天
の
猛
暑
と
な
り
、
測
定
開
始
以
來
の
最

高
氣
温
を
更
新
す
る
地
域
多
數
に
上
れ
り
。
九
月
に
入
り
て
暑
氣
一
旦
收
る
と
雖
も
、
颱
風
豫
想
を
越
ゆ
る
風
雨
各
地

に
甚
大
の
被
害
を
齎
せ
り
。
特
に
九
州
北
部
は
線
状
降
水
帶
長
期
停
滯
し
て
大
量
の
降
雨
に
よ
る
水
害
、
千
葉
縣
に
於

て
は
颱
風
に
よ
る
送
電
網
の
破
壞
な
ど
、
從
來
經
驗
せ
ざ
り
し
程
な
り
。

地
球
規
模
に
見
て
も
、
北
極
の
永
久
結
氷
の
溶
融
、
南
米
ア
マ
ゾ
ン
流
域
の
大
規
模
森
林
火
災
な
ど
、
地
球
温
暖
化
の

事
象
相
繼
ぎ
、
近
く
温
暖
化
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催
豫
定
と
な
る
。
か
ゝ
る
趨
勢
に
て
熱
中
症
豫
防
の
た
め
も
あ
り
、
室
内
冷

房
は
必
要
不
可
缺
と
な
り
、
曾
て
暑
中
節
電
の
呼
掛
け
も
今
は
昔
の
こ
と
と
な
れ
り
。

地
球
温
暖
化
の
主
た
る
原
因
の
一
つ
が
化
石
燃
料
の
使
用
擴
大
に
よ
る
大
氣
中
の
二
酸
化
炭
素
量
の
増
大
な
れ
ば
我

が
國
に
て
も
そ
の
對
策
と
て
、
發
電
に
原
子
力
を
導
入
、
そ
の
量
總
發
電
量
の
％
を
越
ゆ
る
に
至
る
も
、
平
成
二
十
三

30

年
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
原
子
爐
爐
心
熔
融
事
故
の
た
め
、
原
子
力
發
電
は
全
國
的
に
殆
ど
全
面
停
止
と
な
り
、
こ
れ
を

補
ふ
に
化
石
燃
料
を
以
て
す
る
早
八
年
を
經
た
り
。
こ
の
間
太
陽
光
、
風
力
、
海
流
等
に
よ
る
發
電
、
大
手
報
道
花
々
し

マ
ス
コ
ミ

く
取
上
ぐ
れ
ど
も
未
だ
實
績
尠
し
。

然
れ
ど
原
子
力
發
電
の
再
開
を
求
む
る
言
論
弱
く
、
再
開
對
象
地
域
の
首
長
選
擧
の
論
點
に
さ
へ
な
ら
ず
。
そ
の
理

由
を
考
ふ
る
に
、
原
子
力
發
電
は
完
全
事
故
ゼ
ロ
を
條
件
と
す
る
に
あ
る
べ
し
。
こ
れ
問
答
無
用
の
一
方
的
操
業
禁
止

に
て
、
結
論
は
最
初
よ
り
明
ら
か
な
り
。
こ
の
事
故
完
全
ゼ
ロ
は
事
故
前
の
發
電
所
の
見
解
に
も
唱
道
あ
り
、
卻
つ
て
具

體
的
の
事
故
對
應
へ
の
檢
討
不
十
分
を
招
き
け
る
に
あ
ら
ず
や
。

こ
れ
に
關
し
九
月
十
九
日
、
福
島
原
子
力
の
事
故
に
對
す
る
當
時
の
東
京
電
力
最
高
經
營
者
に
刑
事
責
任
を
問
ふ
裁

判
の
判
決
あ
り
、
被
告
三
名
は
何
れ
も
無
罪
と
せ
ら
る
。
判
決
理
由
の
一
つ
に
、
「
國
は
原
子
力
發
電
に
絶
對
安
全
を
求

め
て
ゐ
な
い
」
と
あ
り
て
、、
絶
對
安
全
思
想
こ
そ
我
が
國
の
原
子
力
政
策
を
害
し
來
た
り
け
れ
と
明
示
す
。
世
に
絶
對

の
豫
見
は
人
間
を
含
む
生
命
の
死
以
外
に
な
く
、
こ
れ
以
外
へ
の
適
用
は
最
早
問
答
無
用
の
強
制
に
過
ぎ
ず
。

ま
た
當
時
、
東
日
本
大
震
災
規
模
の
事
前
豫
測
の
可
能
性
も
問
題
と
な
り
け
る
も
、
寧
ろ
原
子
爐
自
體
が
或
る
不
可
抗

力
的
事
由
に
て
、
操
縱
不
能
發
生
時
の
對
策
こ
そ
問
題
な
れ
。
こ
れ
智
慧
の
問
題
な
る
べ
し
。
何
と
な
れ
ば
殆
ど
の
事

故
に
て
發
生
時
の
故
障
、
損
壞
は
そ
の
設
備
系
の
一
部
に
過
ぎ
ず
、
個
々
の
早
期
復
舊
、
恢
復
に
よ
り
全
設
備
系
の
操
業

恢
復
可
能
な
れ
ば
な
り
。
津
波
の
高
さ
を
豫
想
す
る
よ
り
、
冷
却
系
の
電
源
喪
失
へ
の
對
應
を
考
ふ
る
が
、
具
體
的
の
解

決
容
易
な
る
べ
し
。
然
る
を
絶
對
安
全
を
呼
號
せ
る
餘
り
、
そ
の
檢
討
す
ら
自
治
體
の
疑
心
を
招
く
と
て
實
施
し
得
ざ

る
を
如
何
せ
む
。
更
に
原
子
力
發
電
所
の
再
稼
働
に
自
治
體
の
許
可
權
者
は
絶
對
の
安
全
保
障
を
要
求
、
實
際
上
無
條

件
不
許
可
の
現
状
な
り
。

更
に
問
題
は
「
風
評
被
害
」
に
し
て
、
科
學
的
に
安
全
の
確
認
あ
る
事
案
に
就
き
「
然
る
べ
き
安
全
の
筈
な
し
」
と
の

「
風
評
」
に
よ
り
て
、
正
規
の
運
用
不
可
を
言
ふ
。
福
島
縣
産
農
漁
製
品
が
正
規
の
放
射
能
測
定
の
結
果
安
全
と
判
定
せ

ら
る
ゝ
に
、
な
ほ
買
控
へ
ら
る
ゝ
を
、
口
に
「
被
害
者
へ
の
寄
添
ひ
」
を
謳
ふ
大
手
報
道
是
を
窘
め
ず
傍
觀
す
。
更
に
福

島
の
處
理
水
の
ト
リ
チ
ウ
ム
含
量
許
容
限
度
以
下
な
る
を
以
て
、
沿
岸
へ
の
廢
棄
方
針
公
表
せ
ら
る
ゝ
や
、
な
ほ
危
險
と

の
風
評
に
、
電
視
評
論
家
「
科
學
的
に
は
さ
う
か
も
し
れ
ぬ
が
、
漁
業
者
の
氣
持
も
尊
重
す
べ
し
」
と
。
せ
め
て
「
科
學

的
」
理
由
の
判
り
易
き
解
説
あ
ら
ま
し
。

原
子
力
利
用
の
先
進
國
フ
ラ
ン
ス
の
首
都
に
て
も
遂
に
氣
温

℃
を
觀
測
す
と
云
々
。
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（
引
用
口
語
文
の
表
記
は
地
の
文
に
統
一
）

（
令
和
元
年
九
月
二
十
日
受
附
）
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地
球
温
暖
化
と
絶
対
安
全

市
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い
ち
か
は

ひ
ろ
し


